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●まちのできごと

　善光在住の澁谷義男さんが、瑞宝小綬章を受章されました。

　澁谷さんは、昭和43年に当時の大垣市消防署へ奉職され、中

消防署・北消防署などで経験を積まれた後、消防本部指令室長、

予防課長などを経て平成20年から 2 年にわたり消防長を務めら

れました。常に人命・財産を守ることを第一に考え活躍され、

消防功労者としてこの度の受章となりました。

　澁谷さんは「感謝の言葉しかありません。良き先輩、同僚と

ともに歩んでこれたおかけです。また、何より家族の支えがあっ

ての受章であり、心より感謝申し上げます。」と述べられました。

令和元年　秋の叙勲

▲澁谷　義男さん

　岐阜メモリアルセンター長良川競技場で、安八町ホームタウ

ンデーが開催されました。

　会場では、映像や音楽で町のＰＲを行い、来場者へ町の特産

品である梅干しや安八温泉の入館券、日新蜂蜜㈱のハチミツな

どがプレゼントされました。また出店ブースでは、浅野撚糸㈱

によるエアーかおるの販売が行われました。

　ホームタウンデーとは、試合会場で市町村のＰＲや特産品の

販売などをして情報発信するイベントで、この日は安八町と郡

上市の日でした。

ＦＣ岐阜　ホームタウンデー

▲名森サッカー少年団と郡上市チームの交流戦も行われました
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収穫体験！
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　結小学校・牧小学校で自然の恵みに感謝しながら、稲刈りが行われました。結小学校ではハツシモを、牧小学校

では古代米を 6 月に児童たちが田植えをしたものです。どちらの小学校でも、鎌を使って稲を刈り、刈りとった稲

の束ね方等を学びました。

　結小学校の田んぼには、子どもたちが手作りした 7 体のかかしも設置してあり、大事な稲が害獣に襲われないよ

うに見守ってきました。児童は、「稲を束ねる際に教えてくださる方と同じように束ねているつもりなのに、綺麗

に束ねられなかったけれど楽しかったです」と話してくれました。

　牧小学校の古代米は、穂が黒色なのが特徴的で、もち米として利用されます。束ねた稲を足踏式脱穀機を利用し

て昔ながらの脱穀も体験しました。児童は「難しかったが、段々慣れて楽しくなりました。また機会があればやり

たいです」と話してくれました。

▲なかなか上手く束ねられない ▲子ども手作りのかかし ▲初めて触れる脱穀機 ▲穂の色が違います

古代米

ハツシモ


